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一

　

日
本
で
中
国
人
の
人
名
を
仮
名
で
表
記
し
た
り
、
呼
ん
だ
り
す
る

場
合
、
日
本
式
が
普
通
で
あ
る
。
毛
沢
東
（
も
う
・
た
く
と
う
）、

周
恩
来
（
し
ゅ
う
・
お
ん
ら
い
）、
蔣
介
石
（
し
ょ
う
・
か
い
せ
き
）、

習
近
平
（
し
ゅ
う
・
き
ん
ぺ
い
）
…
…
と
な
る
。
た
っ
た
ひ
と
り
の

例
外
が
あ
っ
た
。
梅
蘭
芳
（
メ
イ
・
ラ
ン
フ
ァ
ン
）
で
あ
る
。
日
本

の
歌
舞
伎
に
匹
敵
す
る
中
国
の
伝
統
演
劇
京
劇
の
名
優
と
し
て
知
ら

れ
る
梅
蘭
芳
が
大
正
時
代
二
度
に
渡
っ
て
訪
日
公
演
を
行
い
、
当
時

の
日
本
人
の
心
を
深
く
捉
え
「
梅
蘭
芳
ブ
ー
ム
」、「
京
劇
ブ
ー
ム
」

と
い
う
社
会
現
象
を
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
公
演
の
成
功
に

よ
っ
て
自
信
を
得
た
梅
蘭
芳
は
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
で
の
公
演
を
行
い
、

国
際
的
名
優
と
の
評
価
を
得
る
に
い
た
る
。
そ
れ
は
民
間
レ
ベ
ル
の

国
際
交
流
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た
。

　

梅
蘭
芳
が
日
本
で
公
演
し
た
の
は
、
戦
前
の
一
九
一
九
年
、
一
九

二
四
年
、
戦
後
の
一
九
五
六
年
の
三
回
で
あ
る
が
、
三
回
目
は
冷
戦

下
、
日
中
間
に
国
交
の
な
い
時
代
に
周
恩
来
の
意
図
を
介
し
て
政
府

の
方
針
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
本
書
の
対
象
は
純
粋

の
民
間
交
流
で
あ
っ
た
戦
前
の
二
回
に
絞
っ
た
。
梅
蘭
芳
訪
日
公
演

を
巡
る
歴
史
的
、
文
化
的
、
演
劇
的
背
景
や
日
中
関
係
、
両
国
関
係

者
の
役
割
を
検
討
し
、
訪
日
公
演
を
実
現
し
た
経
過
と
そ
の
目
的
を

史
料
に
よ
っ
て
調
べ
、
さ
ら
に
公
演
が
何
故
成
功
し
た
か
を
分
析
し

よ
う
と
試
み
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
著
者
は
本
書
を
次
の
よ
う
に
構
成
す
る
。

序　

章　

梅
蘭
芳
に
関
す
る
研
究

第
一
章　

訪
日
公
演
の
背
景

　

一　

歴
史
的
・
文
化
的
背
景

　

二　

演
劇
的
背
景

第
二
章　

訪
日
公
演
の
経
過

　

一　

計
画
過
程
と
訪
日
目
的

　

二　

最
初
の
海
外
公
演
先
に
日
本
を
選
ん
だ
理
由

　

三　

二
度
の
訪
日
公
演
の
実
施

第
三
章　

訪
日
公
演
の
反
響

　

一　

初
回
訪
日
公
演
の
評
価

　

二　

二
回
目
の
訪
日
公
演
の
評
価

袁
英
明 
著

『
京
劇
名
優
・
梅
蘭
芳
と
日
本
』

紹
介
と
批
評
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三　
「
品
梅
記
」
に
見
る
日
本
人
学
者
の
反
響
と
動
向

第
四
章　

訪
日
公
演
の
成
功
要
因

　

一　

外
的
な
要
員
―
後
援
者
、
日
本
経
済
と
メ
デ
ィ
ア

　

二　

内
的
な
要
因
―
梅
蘭
芳
の
芸
術
的
造
詣

　

三　

美
学
的
な
要
因
―
中
国
古
典
演
劇
の
源
流
と
美
意
識

終　

章　

梅
蘭
芳
の
訪
日
公
演
と
は

二

　

序
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
梅
蘭
芳
に
関
連
す
る
主
な
先
行
研
究
と

文
献
に
つ
い
て
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
。
中
国
で
は
長
い
間
演
劇
学
の

観
点
、
い
わ
ゆ
る
「
梅
学
」
の
領
域
で
梅
蘭
芳
研
究
の
成
果
が
蓄
積

さ
れ
て
き
た
。
役
者
と
し
て
の
成
長
過
程
、
芸
術
的
造
詣
の
深
化
、

審
美
の
特
徴
、
関
連
す
る
文
化
事
項
な
ど
幅
広
い
領
域
に
わ
た
っ
て

い
る
。
ま
ず
中
国
語
の
書
籍
と
論
文
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
、

資
料
的
限
界
の
壁
の
高
さ
か
ら
国
際
交
流
、
特
に
日
中
間
の
演
劇
文

化
交
流
に
関
し
て
系
統
的
に
掘
り
下
げ
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。

こ
こ
数
年
、
中
国
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
業
績
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
質
的
に
も
、
量
的
に
も
さ
ら
に
研
究
の
積
み
重
ね

が
必
要
な
段
階
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
研
究
動
向
は
梅
蘭
芳
の
戦

前
二
回
の
訪
日
を
取
り
上
げ
た
論
文
二
編
、
戦
後
の
歌
舞
伎
と
京
劇

の
文
化
交
流
の
足
跡
を
通
し
て
日
中
友
好
の
在
り
方
を
考
察
し
た
論

文
一
編
が
あ
り
、
本
書
の
研
究
の
手
掛
か
り
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

第
一
章　

訪
日
公
演
の
背
景
で
は
、
一
九
一
九
年
に
お
こ
な
わ
れ

た
梅
蘭
芳
の
日
本
初
公
演
実
現
に
は
日
中
両
国
間
の
歴
史
的
、
文
化

的
、
さ
ら
に
演
劇
界
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
歴
史

的
・
文
化
的
背
景
と
し
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、
清
朝
は
外
国
に
学

ぶ
必
要
を
認
め
、
さ
ら
に
日
清
戦
争
の
敗
北
は
日
本
へ
の
目
を
開
か

せ
、
留
学
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
辛
亥
革
命
以
後
、
民
主
共
和
の

思
想
が
徐
々
に
浸
透
し
、
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
に
「
新
文
化
運

動
」
が
生
ま
れ
る
。
一
九
一
九
年
、
北
京
の
学
生
が
起
こ
し
た
「
五

四
運
動
」
は
新
文
化
運
動
と
相
ま
っ
て
演
劇
の
世
界
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
伝
統
演
劇
を
考
察
し
、
そ
の
社
会
的
影
響
を
考
慮

し
、
芸
術
の
完
成
度
を
高
め
、
新
た
な
創
作
を
し
た
い
と
い
う
梅
蘭

芳
の
思
い
と
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
梅
蘭
芳
は
声
、
舞
台
姿
な
ど

天
賦
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
人
柄
も
温
厚
で
新
旧
を
問
わ
ず
文
化
人
か

ら
支
持
さ
れ
、
京
劇
を
世
界
へ
紹
介
す
る
に
は
最
適
の
人
物
で
あ
っ

た
。

　

第
二
章　

訪
日
公
演
の
経
過　

一
九
一
三
年
、
新
文
化
の
流
れ
の

な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
上
海
で
の
公
演
の
大
成
功
に
よ
り
、
梅
蘭
芳

は
海
外
で
演
技
を
披
露
し
た
い
と
の
思
い
を
抱
く
。
日
本
公
演
を
実

現
さ
せ
た
三
人
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
大
倉
財
閥
の
創
始
者
で
あ
り
帝
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国
劇
場
会
長
で
あ
っ
た
大
倉
喜
八
郎
、
日
本
文
学
者
で
庭
園
学
研
究

家
の
龍
居
松
之
助
、
中
国
銀
行
総
裁
馮
耿
光
で
あ
っ
た
。
北
京
に
長

期
滞
在
中
「
梅
フ
ァ
ン
」
と
な
っ
た
龍
居
、
訪
中
し
た
際
梅
蘭
芳
の

舞
台
を
み
て
帝
劇
で
の
上
演
を
決
意
し
た
大
倉
、
そ
し
て
梅
蘭
芳
の

友
人
で
あ
り
、
中
国
側
で
動
い
て
く
れ
た
馮
耿
光
、
こ
の
三
人
の
う

ち
一
人
が
欠
け
て
も
梅
の
訪
日
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日

本
公
演
の
演
目
と
公
演
の
形
式
は
ど
う
す
る
か
。
外
国
人
に
「
国

劇
」
と
し
て
の
京
劇
を
紹
介
す
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
舞
踊
を

よ
り
強
調
し
、
衣
装
や
容
姿
で
「
美
」
を
強
調
す
る
よ
う
に
し
「
天

女
散
花
」
な
ど
に
決
ま
っ
た
。
第
一
回
日
本
公
演
は
五
月
一
日
に
帝

劇
で
幕
を
開
け
、
十
二
日
に
幕
を
閉
じ
た
が
、
好
評
に
よ
り
当
初
の

予
定
よ
り
二
日
間
延
長
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
公
演
は
中
国
内
の
政
治
状
況
に
影
響
さ
れ
る
。
当
時
中

国
国
内
で
は
日
本
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
袁
世
凱
政
権
に
突
き
付
け

た
「
二
十
一
カ
条
要
求
」
を
受
諾
し
た
五
月
七
日
を
「
国
恥
記
念

日
」
と
し
て
、
反
帝
反
日
の
「
五
四
運
動
」
が
激
化
し
て
い
た
。
東

京
で
も
約
二
〇
〇
〇
人
の
中
国
人
留
学
生
が
「
国
恥
記
念
日
」
の
デ

モ
を
敢
行
し
、
梅
蘭
芳
の
日
本
公
演
を
「
旧
封
建
社
会
」
の
表
れ
と

し
、
留
学
生
の
一
部
は
梅
を
「
親
日
派
」
と
指
弾
し
、
脅
迫
文
を
送

り
つ
け
て
公
演
中
止
を
迫
る
者
も
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
情
勢
が
緊

迫
化
す
る
な
か
、
公
演
の
責
任
者
は
「
芸
術
に
国
境
な
し
」
の
信
念

の
も
と
公
演
の
継
続
を
決
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

公
演
の
成
功
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
大
倉
喜
八
郎
で

あ
っ
た
。
大
倉
は
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
後
援
会
の
設
立
な
ど
文
化
芸

術
に
対
す
る
熱
意
を
持
ち
、
日
中
演
劇
文
化
交
流
の
端
緒
を
開
き
、

大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

　

梅
蘭
芳
自
身
に
と
っ
て
第
一
回
訪
日
公
演
の
目
的
は
次
の
四
つ
で

あ
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

一　

中
国
の
伝
統
演
劇
を
海
外
に
紹
介
す
る
こ
と

二 　

海
外
の
観
客
か
ら
中
国
伝
統
演
劇
に
対
す
る
感
想
を
聞
く

こ
と

三　

日
本
の
演
劇
を
研
究
す
る
こ
と

四　

妻
の
日
本
観
光
の
宿
願
を
実
現
す
る
こ
と

　

残
念
な
が
ら
、
一
九
一
九
年
の
訪
日
公
演
の
中
国
側
の
記
録
は
公

開
さ
れ
な
い
ま
ま
文
化
大
革
命
の
な
か
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。

　

第
一
回
公
演
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
四
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
梅
蘭
芳
は
二
回
目
の
日
本
公
演
を
お
こ
な
う
。
今
回
の
公
演
は

大
倉
喜
八
郎
の
米
寿
の
祝
い
に
加
え
、
関
東
大
震
災
後
に
改
築
さ
れ

た
帝
国
劇
場
の
こ
け
ら
落
と
し
公
演
に
出
演
す
る
、
日
本
の
演
劇
や
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文
芸
に
つ
い
て
学
び
、
将
来
は
舞
踏
を
主
に
女
性
問
題
を
反
映
し
た

演
目
の
創
作
に
取
り
組
み
た
い
、
震
災
後
の
東
京
の
状
況
を
見
た
い

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
の
来
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
梅
蘭
芳
は
北
京
の

京
劇
関
係
者
に
呼
び
か
け
日
本
の
演
劇
界
へ
の
義
援
金
拠
出
を
呼
び

か
け
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を
行
い
、
そ
の
収
益
を
日
本
に
贈
る
な
ど

積
極
的
に
動
い
た
。
訪
日
の
間
、
梅
は
日
本
の
歌
舞
伎
に
と
ど
ま
ら

ず
、
能
楽
、
新
派
劇
な
ど
を
鑑
賞
し
、
形
式
や
内
容
面
で
日
本
の
舞

台
を
参
考
に
し
、
新
た
な
方
向
性
を
模
索
す
る
。
こ
れ
こ
そ
彼
が
日

本
を
訪
れ
た
真
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　

で
は
最
初
の
海
外
公
演
先
に
日
本
を
選
ん
だ
理
由
は
な
ん
で
あ
っ

た
の
か
。
実
は
ア
メ
リ
カ
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
高
額
な
条
件
を
提

示
し
、
フ
ラ
ン
ス
も
自
国
の
芸
術
界
の
名
誉
に
か
け
て
資
金
を
惜
し

ま
ず
梅
蘭
芳
の
招
聘
に
動
い
て
い
た
。
な
ぜ
、
好
条
件
の
米
仏
よ
り

日
本
を
優
先
し
た
の
か
。
梅
自
身
が
そ
れ
に
言
及
し
た
も
の
は
な
い

が
、
著
者
は
内
的
要
因
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
広
く
豊
か
な
人
的
つ

な
が
り
で
あ
っ
た
。
大
倉
喜
八
郎
を
は
じ
め
と
す
る
か
ね
て
か
ら
梅

蘭
芳
の
芸
を
評
価
し
、
個
人
的
に
も
信
頼
関
係
の
あ
っ
た
日
本
人
の

存
在
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
を
持
つ
中
国
の
友
人
の
後
押
し
が
あ
り
、

外
的
要
因
と
し
て
、
日
本
へ
の
文
化
的
親
近
感
、
経
済
的
保
証
、
新

聞
、
雑
誌
な
ど
活
動
を
報
道
し
て
く
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
、
日
本

の
演
劇
の
鑑
賞
が
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

　

第
二
章
の
後
半
は
二
度
の
訪
日
公
演
の
実
施
に
つ
い
て
の
記
述
へ

と
進
む
。
日
本
公
演
の
全
体
の
過
程
は
、
公
演
の
全
日
程
、
参
加
人

数
、
時
に
は
梅
蘭
芳
の
京
劇
と
日
本
の
演
目
と
の
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式

で
の
公
演
、
チ
ケ
ッ
ト
の
価
格
、
日
本
の
芸
術
界
の
人
々
と
の
交
流

で
あ
っ
た
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
高
額
な
入
場
料
と
帝
劇
の
経
営

戦
略
で
あ
る
。
尾
上
梅
幸
、
松
本
幸
四
郎
に
市
村
羽
左
衛
門
が
加

わ
っ
た
歌
舞
伎
の
本
興
行
で
も
帝
劇
特
等
席
四
円
七
十
銭
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
梅
蘭
芳
の
公
演
は
特
等
十
円
、
一
等
七
円
、
二
等
五
円
、

三
等
二
円
、
庶
民
が
五
十
銭
で
楽
し
め
る
四
等
で
も
倍
の
一
円
と
極

め
て
高
い
入
場
料
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
教
員
の

初
任
給
が
十
二
円
～
五
十
円
、
東
京
帝
大
の
年
間
授
業
料
が
五
十
円

で
あ
っ
た
時
代
に
お
け
る
破
格
な
高
額
な
入
場
料
は
「
高
い
か
ら
こ

そ
価
値
が
あ
る
」
と
の
心
理
を
生
み
、
観
衆
が
押
し
寄
せ
、
最
高
価

の
チ
ケ
ッ
ト
は
た
ち
ま
ち
完
売
し
た
と
い
う
。

　

第
三
章
は
訪
日
公
演
の
反
響
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

　

初
回
公
演
の
代
表
的
評
価
や
見
解
に
つ
い
て
当
時
の
報
道
か
ら
日

本
の
社
会
や
観
客
が
い
か
に
梅
蘭
芳
を
受
け
止
め
た
か
の
考
察
が
な

さ
れ
る
。
初
公
演
は
東
京
、
大
阪
、
神
戸
の
三
都
市
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
政
治
的
に
両
国
は
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
が
、
三
都
市
の
新
聞
は

期
せ
ず
し
て
「
日
支
親
善
」、「
日
支
友
好
」、「
芸
術
に
国
境
無
し
」
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の
視
点
か
ら
、
日
中
文
化
交
流
に
明
る
い
希
望
を
示
し
た
。

　

東
京
公
演
の
「
天
女
散
花
」
に
は
各
紙
に
多
く
の
記
事
と
論
評
が

掲
載
さ
れ
た
。「
東
京
日
日
新
聞
」
は
梅
蘭
芳
の
初
舞
台
の
舞
と
歌

唱
を
称
え
、
観
客
が
惹
き
つ
け
ら
れ
る
光
景
を
大
き
く
紙
面
を
割
い

て
伝
え
た
。
二
日
間
の
大
阪
公
演
の
模
様
を
各
新
聞
は
こ
ぞ
っ
て
報

道
し
「
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
男
女
が
そ
の
演
技
に
魅
了
さ
れ
た
」
と
激

賞
し
た
。
神
戸
の
公
演
は
華
僑
の
招
待
と
主
催
に
よ
っ
て
実
現
し
た

も
の
で
あ
り
、
主
に
神
戸
中
華
学
校
へ
の
寄
付
金
募
集
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
観
客
も
大
半
が
日
本
で
生
活
す
る
「
在
留
中
国
人
」
で

あ
っ
た
。
募
金
公
演
は
「
日
支
親
善
」
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
、
賛

同
者
に
は
両
国
の
有
名
人
、
文
化
人
、
各
界
の
賓
客
が
名
を
連
ね
、

チ
ケ
ッ
ト
は
一
日
で
ほ
ぼ
完
売
、
そ
の
利
益
は
す
べ
て
中
華
学
校
に

寄
付
さ
れ
、
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。

　

主
な
演
目
は
「
天
女
散
花
」
と
「
御
碑
亭
」
で
あ
っ
た
。「
天
女

散
花
」
は
仏
教
劇
で
、
天
女
が
病
気
の
弟
子
の
そ
ば
に
花
を
撒
く
と

い
う
設
定
で
、
梅
蘭
芳
は
天
女
を
演
じ
た
が
、
歌
の
情
緒
だ
け
で
な

く
、
し
な
や
か
で
美
し
く
、
リ
ズ
ム
が
明
快
な
舞
も
強
調
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
天
女
の
優
雅
で
颯
爽
と
し
た
雰
囲
気
も
表
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
難
度
が
高
く
芸
術
性
の
豊
か
な
演
目
で
あ
る
。

「
御
碑
亭
」
は
都
の
試
験
を
受
け
る
書
生
と
そ
の
妻
を
め
ぐ
る
愛
憎

の
物
語
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
梅
は
若
妻
を
演
じ
る
。
さ
ら
に

「
花
衫
」
と
梅
の
「
美
」
の
魅
力
―
「
容
姿
美
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

内
面
の
「
気
質
美
」、「
細
部
の
美
」、「
リ
ズ
ム
美
」、
つ
ま
り
東
洋

文
化
と
東
洋
芸
術
の
「
含
蓄
美
」
に
日
本
の
観
客
が
感
嘆
し
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
る
。
梅
蘭
芳
は
演
劇
を
改
革
し
て
「
唱
」
と
「
し
ぐ

さ
」、「
た
ち
ま
わ
り
」
が
重
視
さ
れ
る
「
花
衫
」
と
い
う
役
柄
を
発

展
さ
せ
た
が
、
そ
の
点
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。

　

梅
蘭
芳
の
芸
を
め
ぐ
り
芸
術
上
の
批
判
や
提
案
、
さ
ら
に
論
争
も

み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
善
意
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
建
設
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。
専
門
家
は
舞
台
の
セ
ッ
ト
、
装

置
、
音
楽
、
歌
唱
、
演
劇
性
な
ど
の
面
で
の
不
足
や
改
善
す
べ
き
点

を
あ
げ
た
。
例
え
ば
、
雲
の
動
き
を
表
現
す
る
た
め
に
歌
舞
伎
の
波

の
セ
ッ
ト
を
「
天
女
散
花
」
に
代
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
組
み
合

わ
せ
が
不
適
当
で
ま
っ
た
く
釣
り
合
わ
な
い
し
、
帝
劇
の
広
い
舞
台

の
上
に
京
劇
の
舞
台
を
作
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
っ
た
指
摘
で
あ
る
。

こ
う
し
た
指
摘
は
、
二
回
目
の
公
演
に
生
か
さ
れ
、
実
践
さ
れ
た
。

　

著
者
は
以
上
の
状
況
か
ら
、
梅
蘭
芳
の
訪
日
初
公
演
に
関
す
る
日

本
の
新
聞
、
雑
誌
を
中
心
と
す
る
評
論
の
内
容
を
分
析
す
る
と
次
の

六
点
に
集
約
で
き
る
と
い
う
。

一 　

今
回
の
公
演
は
政
治
行
為
で
は
な
く
商
業
ベ
ー
ス
に
よ
る

芸
術
交
流
で
あ
っ
た
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二　

メ
デ
ィ
ア
は
賛
美
一
辺
倒
で
あ
っ
た

三 　

梅
蘭
芳
の
「
美
」
に
陶
酔
し
た
観
客
の
声
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
っ
た

四　

梅
蘭
芳
の
演
技
に
集
中
し
た

五 　

部
分
か
ら
全
体
を
と
ら
え
注
目
す
る
視
点
に
特
徴
が
み
ら

れ
た

六　

中
国
の
伝
統
文
化
と
民
族
芸
術
の
特
色
を
強
調
し
た

　

さ
ら
に
、
第
三
章
の
記
述
は
第
二
回
訪
日
公
演
の
評
価
へ
と
進
む
。

第
二
回
公
演
は
、
初
公
演
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
四
年
で
あ
っ
た
。

当
時
の
中
国
は
軍
閥
に
よ
る
抗
争
が
激
化
し
て
い
た
が
、
日
中
関
係

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
く
、
梅
蘭
芳
の
日
本
公
演
に
支

障
は
な
か
っ
た
。

　

第
二
回
訪
日
公
演
は
四
十
二
日
間
の
滞
在
で
、
東
京
、
宝
塚
、
京

都
の
三
都
市
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
前
回
の
公
演
に
二
十
一
演
目
を

新
し
く
加
え
、
そ
の
中
に
は
生
（
男
性
役
）、
旦
（
女
性
役
）、
浄

（
隈
取
役
）、
丑
（
道
化
役
）
が
す
べ
て
含
ま
れ
、「
文
戯
」、「
武
戯
」

を
入
れ
、
京
劇
の
全
容
を
伝
え
る
演
目
を
揃
え
て
い
た
。
こ
の
豊
富

な
演
目
数
は
、
京
劇
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
演
目
を
一
つ
の
劇
団
が
一

度
の
訪
日
期
間
に
上
演
す
る
「
京
劇
博
物
館
」
と
も
い
え
る
画
期
的

な
企
画
で
あ
っ
た
。

　

前
年
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
に
よ
り
帝
国
劇
場
は
外
壁
を

残
し
て
焼
け
落
ち
た
が
、
梅
蘭
芳
の
公
演
前
に
無
事
修
復
さ
れ
、
今

回
初
演
「
麻
姑
献
寿
」
の
た
め
舞
台
装
置
も
改
善
さ
れ
た
。
第
一
回

公
演
で
好
評
で
あ
っ
た
「
貴
妃
酔
酒
」
で
は
前
回
よ
り
さ
ら
に
磨
き

上
げ
ら
れ
た
演
技
を
披
露
し
観
衆
を
魅
了
す
る
。

　

前
回
に
聞
か
れ
た
鳴
物
入
り
の
京
劇
の
音
楽
は
耳
障
り
だ
と
の
報

道
は
消
え
、
伴
奏
の
情
緒
を
理
解
し
、
楽
し
む
風
潮
が
出
て
き
た
。

演
劇
界
と
文
芸
界
の
評
価
が
高
く
、
一
回
目
よ
り
改
善
さ
れ
た
点
な

ど
に
注
目
し
、
そ
の
前
向
き
な
姿
勢
を
褒
め
た
た
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
宝
塚
公
演
の
映
画
化
が
決
ま
り
、
撮
影
さ
れ
た
作
品
は

「
梅
蘭
芳
支
那
劇
三
種
」
と
銘
打
っ
て
東
京
と
京
都
の
映
画
館
で
上

映
さ
れ
た
。
日
本
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
上
海
、
北
京

で
撮
影
さ
れ
た
梅
蘭
芳
の
京
劇
映
画
も
併
せ
て
上
映
さ
れ
た
。「
梅

蘭
芳
ブ
ー
ム
」
に
乗
じ
て
レ
コ
ー
ド
ま
で
発
売
さ
れ
た
。

　

梅
蘭
芳
の
第
二
回
公
演
は
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
著
者
は
い
う
。

一　

京
劇
全
体
披
露
の
一
層
の
充
実

二　

梅
蘭
芳
の
得
意
な
「
古
装
歌
舞
戯
」
演
目
の
増
加

三　

日
中
演
劇
交
流
と
中
国
文
化
理
解
の
深
化

四　
「
梅
蘭
芳
ブ
ー
ム
」
に
よ
る
京
劇
認
知
度
の
拡
大



紹介と批評

109

　

著
者
は
さ
ら
に
日
本
人
学
者
、
特
に
日
本
に
お
け
る
中
国
研
究
の

メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
京
都
帝
国
大
学
の
中
国
文
学
、
中
国
哲
学
、
中
国

史
、
中
国
演
劇
な
ど
の
研
究
者
の
反
響
と
動
向
を
「
品
梅
記
」
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

梅
蘭
芳
の
第
二
回
公
演
は
、
日
本
社
会
に
根
強
か
っ
た
西
洋
崇
拝

か
ら
東
洋
文
化
の
再
認
識
へ
と
進
み
、
政
治
的
紛
争
を
超
越
し
た
も

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
が
、
満
州
事
変
以
後
日
中
関
係
が
悪
化
し
、

中
国
が
屈
辱
的
な
立
場
に
お
か
れ
る
と
、
梅
自
身
髭
を
た
く
わ
え
る

こ
と
で
自
ら
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、「
敵
国
」
の
た
め
に
舞
台
に

上
が
る
こ
と
は
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
四
章　

訪
日
公
演
の
成
功
要
因
は
、
外
的
な
要
因
、
内
的
な
要

因
、
美
的
な
要
因
の
三
つ
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
る
。

　

外
的
な
要
因
に
は
、
ま
ず
大
倉
財
閥
の
総
帥
大
倉
喜
八
郎
を
は
じ

め
と
す
る
有
力
な
後
援
者
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
回
公
演
の

折
大
倉
が
主
催
し
た
帝
国
ホ
テ
ル
の
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
後
援
者
二
十
五
名
の
な
か
に
は
、
井
上
準
之
助
、
団
琢
磨
、

山
下
亀
三
郎
、
久
原
房
之
助
、
藤
山
雷
太
、
安
田
善
次
郎
な
ど
日
本

を
代
表
す
る
財
界
の
大
物
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
相
当
な
財
政
的
援

助
と
観
客
動
員
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

外
的
要
因
の
第
二
は
、
第
一
次
大
戦
の
影
響
「
大
戦
景
気
」
に
よ

る
日
本
経
済
の
活
況
で
あ
っ
た
。
人
々
に
娯
楽
や
観
劇
を
楽
し
む
ゆ

と
り
が
生
ま
れ
、
こ
れ
も
公
演
に
多
数
の
観
客
動
員
を
可
能
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
娯
楽
と
観
劇
の
資
料
で
の
検
討
が
な
さ
れ
る
が
、

一
九
一
五
年
ま
で
の
観
劇
者
数
は
三
〇
〇
万
人
ほ
ど
で
推
移
し
、
劇

場
数
も
二
十
近
く
の
数
を
維
持
し
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
が
、
第
一
次
大
戦
の
「
特
需
効
果
」
が
東
京
の
大
衆
の
文
化
娯
楽

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
劇
場
の
増
加
、
観
劇
者
数
の
大
幅
増
加
を
も
た

ら
し
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。

観
客
者
数
は
六
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
観
客

者
数
は
一
時
的
に
激
減
す
る
が
、
一
九
二
四
年
に
は
回
復
し
、
そ
の

後
増
加
に
転
じ
、
梅
蘭
芳
の
舞
台
を
楽
し
む
土
台
が
で
き
た
の
だ
っ

た
。

　

外
的
要
因
の
第
三
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
あ
る
。
梅
蘭
芳
の
第
一

回
訪
日
時
に
は
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
盛
ん
に
な
り
は
じ
め
そ
の

威
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
っ
た
。
到
着
に
は
じ
ま
る
そ
の
報
道
と
記
事

は
京
劇
に
関
心
を
持
た
な
い
人
々
を
も
巻
き
込
ん
で
、
公
演
の
成
功

を
支
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
第
二
回
目
の
日
本
公
演
の
折
は

新
聞
、
雑
誌
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
加
え
、
レ
コ
ー
ド
と
無
声
映
画
が

出
現
し
、
梅
の
活
躍
を
音
声
と
映
像
で
伝
え
る
こ
と
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

内
的
な
要
因
は
梅
蘭
芳
の
芸
術
的
造
詣
で
あ
る
。
高
い
難
度
を
こ
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な
し
た
歌
と
舞
踏
の
演
技
は
、
天
女
を
演
じ
た
際
は
壮
厳
で
優
美
か

つ
雄
大
で
あ
る
と
同
時
に
飄
逸
な
面
も
併
せ
て
伝
え
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
、
梅
が
作
り
上
げ
た
舞
踊
の
特
徴
は
、
意
味
が
明
確
、
リ
ズ

ム
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
明
、
動
と
静
の
融
合
、
構
成
の
巧
み
さ
に

あ
っ
た
。
舞
踏
、
歌
唱
に
い
ず
れ
も
「
構
成
」、「
配
置
」、「
象
徴

性
」
に
こ
だ
わ
り
を
示
し
、
華
麗
、
簡
素
、
動
、
静
と
い
っ
た
舞
台

表
現
に
加
え
す
べ
て
の
動
き
と
舞
踏
に
は
歌
詞
と
符
合
し
た
象
徴
的

な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

訪
日
公
演
を
成
功
さ
せ
た
第
三
の
要
因
は
、
美
学
的
要
因
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
日
本
と
中
国
の
古
典
演
劇
の
源
流
と
美
意
識
に
あ
る
と

著
者
は
指
摘
す
る
。
両
国
は
約
二
千
年
に
渡
り
文
化
的
交
流
を
行
っ

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
古
典
演
劇
の
形
態
と
関
係
す
る
美
意
識
が
大

変
類
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
評
論
家
が
い
う
「
支
那
劇
と

能
の
源
流
は
同
一
」
は
そ
の
い
ず
れ
も
中
国
古
代
の
「
散
策
」
に
由

来
す
る
。

　

京
劇
の
舞
台
形
式
は
、
能
と
比
較
す
る
と
①
舞
台
の
形
が
同
じ
で

あ
る
、
②
舞
台
装
置
が
同
じ
で
あ
る
、
③
主
役
が
独
唱
す
る
形
式
が

酷
似
し
て
い
る
、
④
道
化
役
の
役
割
が
似
て
い
る
、
⑤
京
劇
の
舞
台

道
具
が
「
能
」
と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
底
に
流
れ
る
美
意

識
は
世
阿
弥
が
能
に
つ
い
て
論
じ
た
『
風
姿
花
伝
』
に
示
さ
れ
る

「
花
」
と
「
幽
玄
」
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
の

女
形
の
芸
術
美
と
梅
蘭
芳
の
芸
術
は
符
合
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

終
章　

梅
蘭
芳
の
訪
日
公
演
と
は
、
本
書
の
記
述
の
ま
と
め
で
あ

る
。

　

第
一
は
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
報
道
の
差
異
で
あ
る
。
中
国
の

報
道
は
論
評
記
事
が
な
く
、
特
に
第
二
回
訪
日
の
場
合
は
皆
無
に
等

し
か
っ
た
。
中
国
側
の
報
道
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一

つ
は
梅
蘭
芳
の
訪
日
の
予
定
や
訪
問
先
、
日
本
公
演
の
様
子
の
み
を

報
じ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
日
本
側
の
論
評
を
転
載
す
る
記

事
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
報
道
は
当
時
の
両
国
関
係
の
影
響
に

よ
っ
て
純
粋
な
報
道
は
非
常
に
少
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
極
め
て

偏
見
に
満
ち
、
誤
っ
た
報
道
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　

第
二
は
史
実
と
し
て
の
公
演
の
視
点
で
あ
る
。
梅
蘭
芳
の
訪
日
は
、

当
時
の
日
中
両
国
民
の
文
化
交
流
に
及
び
百
年
を
経
過
し
た
現
在
こ

そ
、
そ
の
歴
史
的
意
味
を
冷
静
か
つ
客
観
的
に
分
析
し
、
考
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

梅
蘭
芳
訪
日
公
演
の
結
論
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　

こ
の
時
代
、
中
国
京
劇
の
海
外
公
演
の
必
然
性
が
あ
り
、
そ
の
結

果
中
国
伝
統
演
劇
の
国
際
的
価
値
を
立
証
し
、
言
語
、
国
境
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
壁
さ
え
越
え
、
そ
れ
は
な
に
よ
り
梅
蘭
芳
の
芸
術
的
造
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詣
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
美
意
識
に
お
け
る
両
国
伝
統
演
劇
の
共
通

性
が
そ
の
底
流
に
あ
り
、
そ
れ
が
成
功
し
た
の
は
経
済
的
支
援
と
メ

デ
ィ
ア
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。

三

　

本
書
は
『
東
瀛
品
梅
』
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
北
京
大
学
か
ら

中
国
語
で
出
版
し
た
研
究
書
の
日
本
語
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国

語
版
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
、
不
生
出
の
京
劇
俳
優
梅
蘭
芳
の
二

度
の
訪
日
公
演
の
史
実
と
意
義
を
中
国
語
版
の
基
礎
の
上
に
日
本
語

で
論
じ
た
新
た
な
一
書
で
あ
る
。

　

本
書
の
価
値
は
、
次
の
点
に
あ
る
。

　

第
一
に
使
用
し
た
資
料
が
き
わ
め
て
豊
富
で
多
様
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
と
中
国
に
お
け
る
先
行
研
究
は
言
う
に
及
ば
ず
、
日
本
公
演
の

事
情
を
詳
細
に
伝
え
る
日
本
の
新
聞
、
全
国
紙
の
み
な
ら
ず
芸
能
界

の
情
報
に
詳
し
い
「
都
新
聞
」、「
萬
朝
報
」、「
や
ま
と
新
聞
」、
公

演
を
お
こ
な
っ
た
地
域
の
地
元
紙
「
神
戸
新
聞
」
な
ど
の
記
事
と
そ

こ
に
掲
載
さ
れ
た
評
論
家
、
俳
優
の
論
評
を
収
集
し
、
さ
ら
に
京
劇

と
能
の
関
係
に
つ
い
て
は
月
刊
『
謡
曲
界
』、
帝
劇
の
変
遷
に
関
し

て
は
『
帝
国
劇
場
写
真
帖
』、
雑
誌
『
演
藝
画
報
』『
東
寶
』
な
ど
雑

誌
、
写
真
集
、
絵
葉
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
ま
で
で
き
る

限
り
の
関
連
資
料
を
集
め
て
活
用
し
た
。

　

第
二
は
、
演
劇
評
論
家
福
地
信
世
が
北
京
で
描
い
た
梅
の
ス
ケ
ッ

チ
、
雑
誌
に
載
っ
た
カ
ラ
ー
写
真
、
絵
葉
書
、
さ
ら
に
梅
自
身
が
描

い
た
「
天
女
散
花
図
」
な
ど
カ
ラ
ー
で
紹
介
し
、
活
字
で
は
表
現
で

き
な
い
梅
蘭
芳
の
衣
装
、
装
置
を
含
む
舞
台
姿
が
楽
し
め
る
。
本
文

の
な
か
に
は
、
帝
劇
の
建
物
や
内
部
の
貴
賓
室
、
出
し
物
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
梅
蘭
芳
紀
念
館
所
蔵
の
大
倉
喜
八
郎
一
行
と
お
こ
な
っ
た
箱

根
遊
覧
の
写
真
な
ど
洋
服
に
帽
子
姿
の
白
黒
写
真
が
挿
入
さ
れ
、
ま

さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
貴
重
な
写
真
が
本
文
の
内
容
を

補
っ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
収
集
し
た
資
料
を
じ
っ
く
り
読
み
込
み
、
梅
蘭
芳
公
演

の
意
義
と
背
景
を
導
き
だ
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
日
本
語
文
献
の
引

用
に
際
し
、
旧
漢
字
、
旧
か
な
使
い
に
こ
だ
わ
り
、
当
用
漢
字
、
新

か
な
使
い
を
避
け
、
当
時
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
迫
ろ
う
と

す
る
な
ど
い
い
意
味
で
の
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

　

最
後
に
著
者
の
履
歴
と
評
者
の
関
係
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
著
者

袁
英
明
さ
ん
は
京
劇
の
最
高
学
府
・
中
国
戯
曲
学
院
京
劇
演
技
学
部

を
首
席
で
卒
業
、
梅
蘭
芳
の
子
息
梅
葆
玖
の
直
弟
子
で
あ
り
、
梅
派

芸
術
の
後
継
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
日
本
公
演
を
機
会
に
日
本
へ
の

留
学
を
志
し
、
明
治
大
学
で
経
営
学
を
学
ん
だ
あ
と
早
稲
田
大
学
大
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学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
で
国
際
学
修
士
号
を
取
得
し
た
。
非
常

勤
講
師
と
し
て
早
稲
田
の
同
研
究
科
で
「
日
中
関
係
論
」
を
担
当
し

た
評
者
の
受
講
生
の
ひ
と
り
が
袁
さ
ん
で
あ
っ
た
。
教
室
で
ひ
と
き

わ
目
立
つ
存
在
の
袁
さ
ん
が
京
劇
の
女
優
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
修

士
論
文
の
テ
ー
マ
に
「
日
中
演
劇
交
流
史
」
を
取
り
上
げ
る
に
つ
い

て
相
談
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
袁
さ
ん
は
慶
應
は
じ
め
日
本
の
各
大
学
で
中
国
語
を
教

え
た
り
、
宝
塚
歌
劇
団
や
ハ
ワ
イ
大
学
で
所
作
・
演
技
の
指
導
を
す

る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
、
桜
美
林
大
学
芸
術
文
化
学
群
に
迎
え
ら

れ
、
現
在
教
授
の
地
位
に
あ
る
。
縁
あ
っ
て
桜
美
林
学
園
の
理
事

長
・
学
園
長
で
あ
り
桜
美
林
大
学
の
総
長
で
も
あ
っ
た
佐
藤
東
洋
士

氏
と
結
ば
れ
、
結
婚
し
た
が
、
佐
藤
総
長
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に

急
逝
、
本
書
は
夫
で
あ
っ
た
佐
藤
総
長
と
梅
蘭
芳
訪
日
公
演
一
〇
〇

年
に
捧
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
梅
蘭
芳
の
二
度
の
訪
日
を
対
象
と
す
る
力
作
で
あ
る
と

同
時
に
日
中
文
化
交
流
史
研
究
の
一
例
と
し
て
も
大
き
な
価
値
が
あ

る
。
政
治
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
一
九
五
六
年
の
三
度
目
の
訪
日

に
つ
い
て
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

 

（
桜
美
林
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
、
四
〇
四
ペ
ー
ジ
）

池
井　

優


